
44 洗濯用水中 の化学成分と洗剤 の布に及ぼす影響に

つい て（ 第1 報）

一鉄の状態に よる洗剤別着色汚染差につい てー

し　　　　　　　　　　 椙山女学園大　小林　重喜

山内　和子

合成洗剤の洗浄効果 については多 くの研究が行われて

い るが，洗濯用水中 の各種化学成 分との相互作用による

布え め影響 は，ほ とんどかえりみられなか った。

そ こで，我 々はまず市販の各種洗剤 と，代表的状態 の

鉄との関係を明らかにしたい と考え本研 究を行 った。

天然 水中に存在する鉄 の代表的 状態として イ オ ン 型

(Fe2+ ，Fe3 ＋)， コp イド型をとりあげ，それぞれの状

態ごとに実測ざれた地下水 の鉄合 話:をもとに，数種の濃

度のものを作 り，人工地下 水とし. 試料布としてはスフ

モスを 用い て洗浄実験を 行った。

鉄を 含む水を洗濯に使 用すると布は茶 褐色に着色し，

そ の着色の程度は同じ状態の鉄 については鉄含量 に比例

するが，鉄 の状態が異ると着色 の様子も異ってくる。一

方この着色度は洗剤 の種類 により影響を異にし，洗剤の･

化学的 系統 によってほぼ一定 の傾向を示す。

すなわち，鉄の状 態に よる着色度はFe2+ ＞Fe3 十＞ コ

ロイド鉄であり，洗剤に よる着色度はFe2 ＋，Fe^ ＋とも

石鹸＞ 高

ソ系である。

Fe2 ＋，Fe“ の着色度は洗剤 の化学的系統にかかわら

ずっねにFe2ﾄ ＞Fe ゛ である。 コロイド鉄につしヽ ては高‘

級 アル コール 硫酸 エ ステル 系が僅かに 着色を示すほか

は，石鹸お よびアルキンベンゼン系はほ とんど着色を示-

さない。


